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水
を
考
え

、

水
に
親
し
も
う

下
水

道
ま
つ
り

９月６日 、国見町徳江のアクアクリ

ーンあぶく まで「下水道まつり」が開

催され、多くの人でにぎわいました。

朝の雨も上がり、「マスのつかみ取り」

では、全身びしょぬれになって、すば

しっこい マスを追いかける子供たちの

姿がありました。
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いつまでもお元気で
平　成15

年度

国
見
町
敬
老
会

国
見
町
敬
老
会
は
九
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
、
町
内
五
地
区
で
、
町
内

七
十
二
歳
以
上
の
お
年
寄
り
一
八
二
八
名
の
う
ち
約
半
数
の
方
々
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
で
は
記
念
品
の
贈
呈
や
小
学
生
の
お
孫
さ
ん
か
ら
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
題
す
る
作
文

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
地
区
毎
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
に
、
一
日
を
楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

冨
永

町
長

は

「
現

在

の
日

本

、

国

見
町

を

築
か

れ

た
み

な
さ

ま

に

敬
意

と

感
謝

を
申

し
Ｌ

げ

ま

す

。
健

康
こ

そ

が

か
け

が
え

の

な

い
財
産
で

す

、
こ

れ

か
ら

の

長

寿
社

会

に
対

応
し

、

み
な

さ

ま

が
健

康
で

安

心
し

て

暮
ら
せ

る
町

づ
く
り

の

た
め

、
町

と
し

て

で
き

る

だ
け

の

お
手
伝

い

を

し

て
ま

い
り

ま
す

、

い
つ

い
つ

ま

で
も
元

気

で

お
過

ご
し

く

だ

さ

い
。
」
と
あ

い
さ
つ

し
ま

し

た
。

地
区

最
鳥

齢
者

と

八
十

歳
を

迎

え

る
方
へ

記
念

品

が
贈

叭

さ

れ

た
ほ

か

、
米
寿

を

迎
え

ら

れ

た
四

卜

。
名

の
皆

さ

ん
に
長

寿

写

真

が
贈
ら

れ
ま

し

た

。
佐
藤

忠

美
議
長

か

ら

の
「
元

気

で
長

生

き
し

て
く

だ

さ

い
」
と

の
祝

辞
に
続
区
の
小
学
生
に
よ
る
作

文

が
発
表
の
後
、
鳥
齢
者
代
表

か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

敬
老
会
は
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
各
地
区

ご
と
の
闘
催
と
な

り
、
昨
年
度
か
ら
は
長
寿
社
会

に
対
応
し
て
、
招
待
年
齢
を

。

歳
ず
つ
引
き
上
げ
、
平
成
卜
八

年
度
か
ら
は
七
卜
五
歳
以
上
の

方
と
な
り
ま
す
。
こ
の
開
催
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
内
会
、

婦
人
会
、
民
生
委
貝
、
保
健
推

進
委
員
、
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ

を
は
じ
め
各
種
団
体
、
そ
の
他

有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
ま
し
た
。

況状催開別区地
地　　　区 � 開催日 � 対象者 � 出席者

藤　　　田 �９月13日 �769 人 �289 人

小　　　坂 �９月15日 �268 人 �129 人

森　江　野 �９月14日 �354 人 �175 人

大　木　戸 �９月14日 �279 人 �122 人

大　　　枝 �９月16日 �158 人 �89 人

合　　　計 �- �1. 8人 �804 人

百 歳

賀
寿
の
祝
い
中
野
よ
す
み
さ
ん

満
百
歳
を
迎
え
た
中
野
よ
す

み
さ
ん
（
鶉
町

）
へ
、
ほ
歳
商

齢
者
知
事
賀
寿
の
祝
い
か
屈
け

ら
れ
ま
し
た
。
瀬
戸
県
北
地
方

振
興
局
長
か
ら
賀
寿
と
記
念
品

か
贈
ら
れ
ま
し
た
。
冨
永
町
長

か
ら
は
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
来
年
も
ま
た
伺
い
ま
す
。

お
元

気
で

お
過

ご
し

く
だ

さ

い
。
」
と
敬
老
祝
い
金
を
贈
呈
、

佐
藤
忠
美
議
長
か
ら
は
花
束
が
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》

同
　

謹
野

祿
つ
の
　

Ｉ
　

《
東
田

中
）

同
　

抜
久

闥
ハ
ル
　

Ｓ
　

《
攜
２
）

同
　

八
巻
　

ｂ
ヨ
　

胛
　

《
篳
ワ
》

同
　

ホ
多
　

ハ
ル
　

餘
　

《
第
ワ

》

同
　

村
上
　

シ
モ
　

ー
　

《
篇
８

》

囘
　

佐
鏈

今
代
　

舁
　

《
貴
田
）

同
　

松
鴟

祚
キ

ー
　

雌
　

《
大
ホ
戸

》

网
　

篩
池
　

り
キ
　

ー
　

《
山
椢

》

同
　

秡
疆
マ

サ
エ
　

鈴
　

（
耋

穗
〉

同
　

沽
桐
　

児
代
　

八
九
　

《
錦
町
ｙ

囘
　

八
巻

マ
句

’！
　

緲
　

《
錦
畊

》

同
　

鉢
ホ

カ
句
’エ

　

ー
　

《
大
町

北
》

囘
　

舟
山
　

罟
孑
　

紳
　

《
宮
町

北
》

同
　

吉
田

千
榁
　

９
　

《
山

嶋
舘
》

望

 
′

崎
舘
》

同
　

野
村

タ
ニ
　

呻
　

《
板
橋

》

祠
　

山
田
　

ヒ
ロ
　

皿
　

《
象
田
下

》

爾
　

大
陣
　

マ
サ
　

Ｓ
　

《
篳
３

》

同
　

佐
鑷

は
ｌ
の
　

籾
　

《
第
４

》

同
　

佐
鏈
　

ハ
マ
　

Ｓ
　

（
檍
江

北
）

同
　

愃
蘊
　

せ
つ
　

胛
　

《
貝
田

》

同
　

臆
臈

ケ
サ
ノ
　

舁
　

《
光
明

巻
》

同
　

松
旙
　

ｂ
メ
　

Ｒ
　

（
大

木
戸

》

同
　

龕
醯

キ
ミ
　

ー
　

《
中
麓

》

＊
こ
の
番
付
は
平
成
十
五
年
九
月
十
五
日
現
在
の
敬
老
名
簿
を
も
と
に
作
成
し
ま
し
た
。

贈

ら

れ
ま
し

た

。

ひ

孫

の
匠

く
ん

、
朋
Ｆ

さ

ん

か

ら

も
花

束

が
贈

ら
れ

、
、
「

あ

り

が
と
う

、

あ
り

が
と

う
」

と

予

を

あ

わ
せ
て

い
ま

し

た
、

中

野

さ
ん

は
明

治
三

十
六

年

九
月
7
1
:日

生
ま

れ

で
す

。

内
閣
総
理
大
臣
か
ら祝

状

各

地
区

敬

老
会

の

席
上

、
内

閣

総
理

大
臣

か

ら
９

日
歳

鳥
齢

者

に
対

す

る
祝

状

が
附

ら

れ
ま

し

た

。

祝
状

が
届

け

ら
れ

た
の

は
、

中

野
よ

す
み

さ

ん
（
鶉
町

气

九

十

嵐
リ

ヨ

さ
ん
（
鶉

町
）
、
佐
野

キ

ヨ

さ
ん

（
第

七
）

の
３

名
で

す

。



伊
達
地
方

合
併
協
議
会
の
動
き

第
二
回
協
議
会
開
催
さ
れ
る

去

る
八

月
ニ

ト
二

日

、
第

二

回
伊

達

地
方

任
意

合
併

協
議

会

は

、
国
見

町

観
月

台
文
化

セ

ン

タ

ー
を
会

場

に
問

催
さ

れ

ま
し

た

。第

二
回
協

譲
会

以
降

の
経

過

が
報

む

さ
れ

た
後

、「
協

議
会

会

計
納

卍

予
算

」
、
「
法
定

協
議

会

に
つ

い
て

」
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

補
正

予
算

は
千

八
百

九
十

万

円

を
追

加
し

、
今

後
行

わ

れ
る

住
民

意

向
調

査

や
財
政

シ

ミ
ュ

レ

ー

シ
ョ
ン

委
託

業
務

な

ど
に

必
要

な

経
費

が
計

上

さ
れ

ま
し

た

。化

民

意
向

調
査

は

、
伊

違
九

町

、
二

十
歳

以
上

の
人

口

の
お

よ

そ

Ｉ
割
に

当

た
る
九

千

人
の

皆

さ

ん
を
対

象
と

し

た
鯛
査

で

、

新

巾
将

来
構

想
策

定

の
基

礎
と

な

る
も

の
で

す

。

財
政

シ
ミ

ュ
レ

ー

シ
ョ

ン
は

、

各
町

が
合
併

し

な
か

っ
た

場
合

の

将
来

推
計

、

さ
ら

に
は

合
併

し

た
場

合
の

財

政
上

の
効

米
や

課

題
な

ど

、
私

た
ち

の
住

む
地

域

が
今

後
財

政

的
に

ど
の

よ
う

に
な

る
か

を
調

査

・
分
析

す

る

も

の
で

す

。

ま

た
。

法
定

協
議

会
に

つ

い

て

は
ト

ー一
月
に

移
行

す

る
こ
と

、

ま
た
対

等

合
併

で
あ

り

、
合

併

の
時
期

は

平
成

卜
七

年
三

月
と

す
る

こ
と

を
改

め
て

確

認
す

る

と
と
も
に
、
そ
れ
に
向
け
て
、

各
町
は
ト

ー
月
こ
十
日
ま
で
に

態
度
を
決
定
を
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
九
月
ニ
ト
九
日
開

催
ｒ

定
の
第
三
川
協
議
会
ま
で

に
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
終
え
、
意
向
訓
査
を
九
月
下

句
ま
で
に
実
施
し
て
新
巾
将
来

俳
想
策
定

、
卜

。
月
に
は
住
民

説
明
会
を
開
催
、
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

住
民
意
向
調
査

住

民
意

向
調

査
は

、

新

市

将
来

惟
想

の
策

定

の

基
礎

と

す
る
伊

達
九

町
の

．
．
卜

歳
以

Ｌ

の
住
民

九
千

人

を

対

象

と
し

て

、
合

併

に
対

す

る
ニ

ー
ズ

の

把
握

と

、
住

民
の

皆

さ

ん
の

、
新
し

い
ま

ち

づ
く
り

に
対

す

る

考
え

を
お

闘

き
す

る

も

の
で
す

．

当

町

か
ら

は
無

作

為

に
抽
出

し

た
約

八

．白
五

卜
名

の

皆
さ

ん

に

お
願

い
す

る
こ
と

と

な
り
ま

す
．

財

政

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン

巾
町
村

が
合
併
す
る
目
的
の

一
つ
に
、「
厳
し

い
財
政
状
況
」

が
あ
り
ま
す
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
合
併
し
た
場
合
と
合
併
し

な
い
場
合
を
数
他
的
に
推
計
し
、

新
市
将
来
構
想
へ
活
か
し
て
い

く
も
の
で
す
。

合

併

の
「

枠

組
み

」

十
二

月

に
予

定
さ

れ
て

い
る

法

定

協
議
会

を

設
置

す

る
た
め

に

は

、
関
係

各
町

の

濃
会

の
議

決

が

必
要
と

な

り
ま

す
。

こ

の
こ
と

か

ら
、
最

終

的

に

合

併

の
「
枠

組

み
」

に
入

る
か

ど

う

か
の
各

町

の
決
断

の
期
限

は

十

一
月

。
。十

日
と

さ

れ
ま
し

た

。



市
町
村
合
併

こ
ん
な
財
政
措
置
が
あ
り
ま
す

平
成
1
7年
３
月
ま
で
の
時
限

立
法
で
あ
る
合
併
特
例
法
で
は
、

様

々
な
財
政
措
世
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
が
合
併
す
る
こ
と
に

よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
合

併
後
す
ぐ
に
経
賞
が
節
減
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
、
生
活
基
盤
の
整

備
の
た
め
多
額
の
川
費
も
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
支
援
す
る
た
め
、

財
政
匕
の
手
厚

い
支
援
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
普
通
交
付
税
に
よ
る
措
置

田

合

併
算

定

替
（
算
定

の
特

例

）

合

併
後
1
0
ヵ
年

度
は

介
併

が

な
か

っ
た

も

の
と

仮
定
し

交

付

税
額

を
保

障

。
さ

ら
に
５

ヵ

年

皮
は

段

階
的

に
減
少

。

㈲
合

併
補
正

（
臨

時
的

経
費

に

対

す

る
措
置

）

合

併
後

の
行

政

‐。
本
化

に

要

す
る
経
費
に
対
す
る
措
置
。

11 年度目以降
段階的に縮減

合併 算定替による

普通交付税

②
特
別
交
付
税
に
よ
る
措
置

ｍ

合
併
市
町
村
に
対
す
る
財
政

措
置

合
併
市
町
村
問
の
公
共
料
金

格
差
調
整
、
公

債
費
負
担
格
差

是
正

や
上
地
開
発
公
社
経
営
健

全
化
等
に
対
応
す
る
た
め
の
措

置印
合
併
準
備
経
費
に
対
す
る
財

政
措
置

合
併
協
議
会
設
置
経
費
等
に

対
す
る
財
政
措
置

朗
合
併
移
行
経
費
に
対
す
る
財

政
措
置

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
等
一

体
性
の
速
や
か
な
確
保
の
た
め

の
経
費
に
対
す
る
措
置

倒
合
併
支
援
の
た
め
の
公
債
費

負
担
の
平
準
化
措
置

合
併
後
の
旧
市
町
村
間
の
公

依
費
負
担
平
準
化
の
た
め
の
、

地
方
債
繰
上
償
還
に
伴
う
柿
償

金
に
対
す
る
措
置

③
合
併
特
例
債
に
よ
る
措
置

旧
合
併
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
建
般
事
柴
に
対
す

る
財
政
措
置

合
併
後
1
0ヵ
年
は
巾
町
村
建

設
計
画
に
基
づ
く
、
特
に
必
要

な
事
業
経
費
に
合
併
特
例
依
を

充
当
、
元
利
償
還
金
の
7
0％
を

普
通
交
付
税
措
改

印
合
併
市
町
村
振
興
の
た
め
の

基
金
造
成
に
対
す
る
財
政
措

置旧
巾
町
村
嗔
位
の
地
域
振
興

の
た
め
に
行
う
基
金
造
成
に
対

し
て
合
併
特
例
債
を
充
当
ご

兀

利
償
還
金
の
7
0％
を
普
通
交
付

税
措
置

← 全体事業莖( 建設事業･ 基金造成等)→

自
主
財
源

５％

合併特例 債
全 体事業費の９５％充当

魯由交付税描靆
70 ％

将来償遭する羂

3０％

④
国
費
に
よ
る
補
助

田
合
併
準
備
補
助
金

法
定
協
議
会
を
構
成
す
る
市

町
村
に
対
し
、
そ
の
経
費
と
し

て
一
市
町
村
あ
た
り
５
０
０
万

円
を
袖
助

剛
合
併
市
町

村
補
助
金

市
町
村
処
設
計
画
に
基
づ
く

小
業
に
対
し

、
閥
係
市
町
村
の

人
口
に
応
じ
３
ヵ
年
で
６
千
万

～
３
億
円
の
合
算
額
を
補
助

四
財
政
措
置
以
外
の
支
援
措
直

合
併
特
例
法
で
は
財
政
措
置

ば
か
り
で
な
く
様
々
な
支
援
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
市
と
な
る
べ
き
要
件
の
特
例

平

成
1
6
年

４
月

１
日

か

ら
平

成
1
7
年

３
月
3
1
日

ま
で

に

合
併

す

る
場

合
に

限
り

、
市

制

施
行

の

た
め

の
人

目

に
関

す
る
要

件

は

、
４

万
以

上
と

す

る
。
（
平

成
1
6

年

３
月
3
1
日
ま

で

に
合

併
す

る
場

合

は
人

口

３
万
以

上

）

②
議
会
の
議
員
の
定
数
・
任
期

の
特
例
（
新
設
合
併
の
場
合
）

田

定

数
特
例
（
設

置

選

挙
実
施

）

合
併

市
町

村

の
議
員

定

数
の

２

倍
ま

で
定

数

増
（
最

初

の
任

期

）

圉

在
任

特
例

合
併

前

の
議

貝

が
２
年

ま
で

の

期
間

在
任

か
可

能

③
農
業
委
員
の
任
期
の
特
例

選
挙
に
よ
る
委
以
は
、
一
定

数
以
内
、
一
定
期
問
に
限
り
、

引
き
続
き
在
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

④
地
方
税
の
属
す
る
年
度
及
び

不
均
一
課
税

合
併

が
行
わ
れ
た
日
の
鴨
す
る

年
度
及
び
こ
れ
に
続
く
５
年
度

に
限
り
、
課
税
を
し
な
い
こ
と

又
は
不
均
一
の
課
税
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。



平成

15年

度

国見町町民大運動会
子どもさ んから お年 寄り まで、 みな

さんが 参加できる 楽しいプロ グラ ムい

っぱいの 町民大 運動 会が開 催さ れま す。

当 日 受 付 のプ ロ グラ ムや 、応 援 の

方々も 参加できる お楽し み抽選会も 行

なわ れます。家 族そろって 、地域そろ

って大 運動会で 楽しく汗を 流しまし ょ

う。お誘い あ わせのうえご来 場く ださ

い。

10月12日(日)
上 野 台 運動 公 園総 合 運 動 場

(雨天時は､グリーンアリーナ9 )
昨年の大運動会

,自然を満喫!健康づくり

第16回町民ウォーキング大会

ふくし まの遊 歩道５０選に選ばれ た、上 野台運

動公園 からあ つかし山 までの往復９ｋ ｍのコ ース

です。どなた でも 気軽に参加いただけま す。自然

と親しみな がら歩くこ とにより、心と 体をリ フレ

ッシュしましょう。

◆と　　き …１０月５日( 日) 午前８畤出 発式

◆受付時間…午前７時３０分～７時５０分

◆コ ー ス…上野台 運動公園～阿津賀志山頂

(往復9.  Okm )

◆参加方法…当日､ 上野台運動公園( グリーン アリ

ーナ923 前) にて受付いたし ます。

どなたでも気軽に参加いただけます。

( 小雨は実 施いたしま すが、悪天 候

の場合は中止いたし ます)

★問い合わせ…保健福祉課保健グループ

585  ｰ

プ ロ グ ラ ム
予定時刻
８ 国 受付
8:45 入場行進

9:ａ〕 開会式

9:15 ･ ヱ:ラジオ体繰（全員）

②もうじゅう狩り 〔小学４～６学年・個人〕

４･=かりもの競走（一般男女・地区対抗）

1.41私の選んだ人（一般男女・個人）

⑤むかで競走（50度以上 ・地区対抗）

10:ａ］ ⑤宝ひろい（幼児・自由参加）

:冫=ポール隔てて熱い仲（一般男女・地区対抗）
⑧忍者の修行〔小学１～ ３字年・個人〕

13足元に気をつけて（一般男女・地区対抗）

･⑩玉入れ (60R 以上・地区対抗）

非運がよければ…（観子・個人）

11:闥 鵞綱引き 【予選】（一般男女・i皀区対抗）

⑩ケツ圧測定（女性・個人）

11 ’３〕14･スポーツ印麭（あつ力む学級･吸人字組･女性敦室生3　

苓小学校鼓笛パレード・中学校プラスバンド演奏

12:45 儻Iいざ出動（消防団奥・地区対抗）
･贊くるくるまわって（中・高校生 一個人）

脣バパ安全運転よ（一般男女・地区対抗）

⑩宝ひろい（印度以上・目由参加）

･蠶=親子三代リレー 【親子三代 一翻人】

邨とべ！とべ！縄とび！（男性・倒人 ）

＠クリ ーン作戦 （一般男女 一目由参加）
＠綱引きf 決勝］（一般男女 －地区対抗 ）

＠国 見リレー【女性】（年代別 ・地区 対抗）

14 見リレーf 男性］（年代別・地区対抗）
６国 見音頭・国見夢ａ頭（全員）

ljl:45 表彰式並ぴに閉会式

お楽しみ抽選会

○目由参加種目は当日会場で受付します。

○参加甲込みは、町内会長さんまたは地区スポーツ振興会長

さんへお願いしま・ 。

こ 地区対抗 は小坂・藤田Ａ（藤田 ）・藤田Ｂ（山崎。石母

田）・舞江野・大木戸 一大枝の６地区刔抗とします。

★問い合わせ
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長崎国見町
親善交流事業

九州の夏を堪能

親交と感動も

県

北
中

学

校
の

生

徒

二
十
二
名

は
、
八
月
五
日

か
ら
八

日

ま
で

の
三

泊

四
日
の
日
程
で

、
同
じ
町

名

に
よ

り

交
流

が
行

わ

れ
て

い
る
長

崎

県
国

見

町
を
訪
問

し
ま
し

た
。
長

崎

国
見

中

学
校

の
生

徒

と
の
交
流
の
ほ

か
、
ホ

ー

ム

ス
テ

イ

に
よ

り
家

族

と

も
絆
を
深

め
、
両
町
の

関

係

を
更

な
る

も
の

と

し

ま
し
た
。

中

学

生
に

よ
る

親
善

交

流
嘔

業
は

今

年
で

六
年

目
と

な
り

、

長
崎

県

国
見
町

へ

の
功

問

は
ｆ

成
卜

三

年
度
以

来

。二
回
目

、
咋

年

の
夏

は
人

分
県

国
見

町

を
訪

れ
て

い
ま

す

。

交

流

団
一
行

は

長

崎
国
見

町

に
到

着

す

る
と

、
渡
邉

秀
孝

町

長

、
原

宮
之

教
育

妊

を
は

じ
め

多

く
の

皆

さ
ん

に
温

か
く
迎

え

ら

れ
ま
し

た

。
歓

迎
会

の
後

、

フ
ェ

リ

ー
乗

船

や
鍋
鳥

邸

な
ど

町
内

を
見

学
し

、
初
日

の
宿

泊

先
と

な

る
ホ

ー

ム
ス

テ
イ
先

の

家
庭

と

の
対
面

式

の

あ
と

そ
れ

ぞ

れ
の

家
庭

へ
と

向

か

い
ま

し

ち

ホ

ー
ム

ス
テ
イ

で

は
、

九
軒

の

家
庭

に
受

け
入

れ

い
た
だ

き

ま

し
た

。
各

家

庭
で

は

災
崎

の

生

活

、
文
化

を
肌

で

感

じ
、

唯

徒

た
ち

の
問

に

は

強

い
友
情

も

芽

生
え

た

よ
う

で

す
。

―
日
日

に
は

国
見

巾

生
徒

と

の
交

流
会

が
行

わ

れ
、
皿

い
の

町

や

学
校

の
紹

介

を
行

い
親

交

を

深

め
ま

し
た

。
ま

た

そ

れ
ぞ

れ
の
町

の

郷
Ｌ

料

理
「

け
ん

ち

ん
汁
と

。７
ず
り

餅
≒

ち

ゃ

ん

ぽ

ん
と

肌
う

ど

ん
」

づ
く

り
に

挑

戦

、
お
尾

い

の
食
文

化

に
つ

い

て
も

理
解

を
深

め

ま
し

た

。
午

後

は
ミ

ニ

バ

レ
ー

ボ

ー
ル

に
汗

を
流
し

た

後

。
島

原
城

や
雲

仙

淬

賢

陪
災

害
記

念
館

を
見

学
し

ま

し

た
。

ご
。日
日

は
長

崎
巾

内
見

学

や

フ
ィ

ー
ル

ド

ワ
ー

ク
を
行

い
ま

し

た

。
夜

に
は

ホ

ス
ト

フ
ァ
ミ

リ

ー

を
交

え
て

お
別

れ
焼

肉

パ

ー
テ

ィ
ー

が
開

か

れ
ま
し

た

。

最

終
日

の

８
日

に
は

、
渡
邉

町

長

ら
に
見

送

ら

れ
な

が
ら
艮

崎

国
見

町

を
後

に

、
帰

路
に

つ

き

ま
し

た

。

参
加

し

た
生

徒
た

ち

に
と

っ

て

、

初
め

て
触

れ

る
妊

崎
と

い

う

異

国
情

締
あ

ふ

れ
る
上

地

の

文

化

や
歴

史

、
不
安

と
緊

張

、

温

か

く
迎

え
て

い
た

だ

い
た
感

謝
と
感
動
、
そ
し
て
仲
良
く
な

っ
た
友
達
の
こ
と
等
、
大
き
な

皀
の

Ｉ
ペ
ー
ジ
の
思
い
川
と
し

て
綴
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
資
収

な
体
験
は
、
唯
徒
た
ち
を

。
段

と
成
災
さ
せ
た
交
流
嘔
業
で
し

た
。



8 月 の

グ
ラ

ビ ア

町民スポーツの代表へ

第１回東北選抜軟式野球大会へ出

場の決まった国見ジャイアンツと、

第22回伊達地方スポーツ大会へ出場

するソフトポール･軟式野球･卓球一

剣適･テニス一家庭バレーポール･グ
ラウンドゴルフ･ソフトバレ ーポー

ルの各代表者へ冨永网長から激励金

が手濯されました。

塚
野
目
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

盆
踊
り
大
会

お 盆 の８月16日｡塚 野

目 公 民館にお い て,塚 野

目 スポーツ振興 会豊年盆

踊り大会が行われまし た。

あいにく の悪天候の圓 を

縫っての開催となり まし

た が,地区の 方々 が大 勢

緩り 出し, ■ と太 鼓の 音

が留き渡りまし た。

ふ
く
し
ま
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア

８月23日､24日の両日 、福島竸馬場におい

て「おもしろ 夢ラン ド2 圓 3ふくし まビッグフ

ェア」が開 かれ ．当网 からも 桑折网と共同で

産品の出展ブ ースが設けら れまし た､ブース

には桃 、く わご ジャム、竹炭 が並 ぺられ ．訪

れる人々が足を止めてい まし た．

ＰＴＡ親善球技大会

森江野小がアベック優勝

国見网Ｐ ＴＡ連絡 協議会親 善球技 大会が８

月17日。上野台 運動 公圃を会場に 。男子はソフ

トポール, 女子は バレ ーポールに熱戦が繰り広

げられまし た｡ 网内 各校のＰＴＡ男子９チーム ，

女子10チームが出場, 男女とも森江野Ａチーム

が優勝し まし た。男 子森江野Ａチ ームは７連覇

の快挙達成 です。両チームは 今月 末国見网で開

催される 伊達地区 大会へ準 優脯 チー ムととも

に出 場し ます。



小
学
６
年
生

交
流
会

８
月
４
～
５
日

、
国
見
町
小

学
６
年
生
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
県
北
中
学
校
で

机
を
並
べ
る
こ
と
と
な
る
町
内

４
校
６
年
生
8
4名
が
参
加
し
、

宿
泊
や
班
活
動
を
通
し
て

、
仲

川
づ
く
り
や
親
雌
を
深
め
る
こ

と
を
川
的
と
し
て
い
ま
す
。

１
日
日

は

開
会

式

の
後

、

グ
ラ

ウ

ン

ド

ゴ
ル

フ
や

オ

リ

エ

ン
テ

ー
リ

ン

グ
を
楽

し
み

ま
し

た
『
、
夕

食

は
班

ご

と

に

分
か

れ
カ

レ

ー
ラ

イ
ス

を

つ
く

り

ま
し

た

。
慣

れ

な

い
ｆ

つ
き
で

悪

戦
苫
闘

の

よ
う

で

し

た

。
夜

は

キ
ャ

ン

プ
フ

ァ
イ

ヤ
ー

を

叫
ん
で

歌

を
唄

い
友

情
を

深

め
介

い
ま

し

た
。

２
日
日

は

い

っ

し

ょ
に

刺
食

を

つ

く
り

、
・
不
イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー
ム
を

行

い

ま
し
た
。。

閉
会
式
で
は
、
各
班
の
班
災

さ
ん
達
か
ら
「
こ
れ
か
ら
迎
え

る
中
学
校
で
の
生
活
の
不
安
が

ひ
と
っ
解
消
さ
れ
ま
し
た
」
と

感
想
が
述
べ
ら
れ
、
小
学
校
最

後
の
皀
休
み
に
、
一
川
り
人
き

く
育
っ
た
６
年
生
た
ち
で
し
た▲おいしくできたかな？

キ
ャ
サ
リ
ン
で
す
。
よ
ろ
し
く
ね

新

莢
語
指

導

助
ｆ

が
こ
の

ほ

ど

杵

任
し

、
冨

水
町

長

か
ら

辞

令

が
交
付

さ

れ
ま
し

た

。

新

し

い
先
生

は

「
キ

ャ
サ

リ

ン

ー
ド

ー
ラ

ン

ａ
ｔ
　ｅ
ｒ
ｍ
ｅ
．

（
）ｒ
ａ
ｎ
）

生

、
出

身

地

は

イ

ギ
リ

ス

・
リ

ン
コ

ン

シ

ヤ
ー
州

ボ

ス
ト

ン
町

で
す

。

「
国

見
町

の

人

々
や

学
校

の
生

徒

た
ち

に
会

え

る
の
を

楽
し

み

に
や
っ
て
き
ま
し
た
．
災
語
指

導
助
手
と
し
て
学
校
の
先
生
を

サ

ポ
ー
ト
し
粨

．
杯
ｆ
供
た
ち

に
英
語
を
教
え
て
ゆ
く
つ
も
り

で
す
．
こ
う
し
て
凵
本
に
来
れ

た
こ
と
は
人
変
光
栄
な
こ
と
で

あ
り
、
日
気
双
力
の
人
々
の
た

め
に
な
る
よ
う
さ
ら
に
国
際
理

解
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
笑
語
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ジ
ェ
イ
ム
ス
先
生

ず
成
1
3年
８
月
か
ら
２
年
闘
、

中
学
校
の
萸
語
桁
４

助
ｆ

と
し

て
、
熱
心
に
妬
謡
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
小
学
校

に
お
い
て
も
筒
叭

な
英
会
話
を

通
じ
、
国
際
理
解
に
努
め
ら
れ

ま
し
た

。
吏
に
地
域
の
人
た
ち

と
も
交
流
を
深
め
る
等
小
中
学

生
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
町
民

に
慕
わ
れ
ま
し

た
。こ

こ
に
、
ジ

ェ
イ
ム
ス
先
生

か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
紹
介
し

ま
す
。

私は２年前に【q 見に来 ました、

ここ、日 本へ 米る ことは、私の

夢で した、

ここについた畤、 今よりも・と若 くて、 カミの毛 も、

も・ とありました 初めて 出会､･ た日は、とて も緊張 廴

ま１た. 敢初は、理解できない こと もあ りま廴たが、み

んなフレンドリーで、何より私の面倒を、よく見て く11

ま廴た　 冨永町長さんはじめ、国見町 教育委11 会のみな

さまには本当に親切に 廴てもらい ま廴た そ扣 こは感謝

の気持 ちで一杯です．

本 当にたくさんの想い出を国見町 からもらい ま廴だ．

花 火まっり、け んかまつjl 、スポー ツ大会、義経 祭りで

のサ ムライ．でも．一番の把い出は、中幸校や小学 校で

駁 えることが出来た事です 教育はいっ もチャレ ンジの

連続で時には 大麦なこともたくさんあ りま廴たが、周り

の先ｔ た ちや生捷たちに助け られ ､ 楽 しみ ながらここま

でや ってこ れました これら全ての出来事は、こ+1 から

私 の心に一生残る、すばらＬいもので す. 宝物です．

さて．私のこの夢は終 わjl ますが．|司叶に．新しい 人

生の始 まりで もあります．

国 見町、 本当にどうもあ りがと う．

(メッセージ原文)



保健だより
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愛の
献血

にご協力を!!
餅弓lt30日( 月) は

国見 町の

献血の日です。

【場　 所】 � 【受付時間】

(株)鬼わさび本舗前( サービスエリア) � 午前９時　～ 午前10時30分

伊達みらい 農業協同組合　国見総合支店前 � 午前卜 時 ～ 午後12  時 ･分

国見町役場前 � 午後２時 ～ 午後３時30分

県北中 学校前 � 午後４時 ～　午後５時

※成分献 血は、検査を 含め約1時 間かかり ます。 ご協力 くださる方は、 献血前日 まで にご 連絡く ださい 。

乳　児　健　診
該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成15年７月生まれ）

・９か月児（平成15年１月生まれ） �11
月27日( 木) � 午後１時30分～午後２畤 �

観月台文化センター　
第１和室

【検珍内容】☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

（持参するもの）☆母子健康手帳を忘れずに！

３　歳　児　検　診

該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 畤　間 � 会　　 場

平成12年４月IEﾖ　　

平成12年６月30日生まれの幼児 �11
月18日( 火) �午後１時15分～午後１時45分 �

観月台文化センター

大研修室

【検診内容】☆内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。

☆心理判定員による相談・指導…子育てに閲する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

☆健診該当者には後日健診察を郵送します。

〈持参するもの〉☆母子健康手帳を忘れずに！

二コニコ相談会
該　　 当　　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

国見町在住の乳幼児及びその保護者 �11月６日( 木) �午後９時30分～午前10時30分 �
観月台文化センター

第１和室

【検診内容】☆身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄餐士がアドバイスいたします。

９
月
2
4日
か
ら
3
0日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

結
核

は

今

で

も

１
日

に
9
7
人

の
新

し

い

思

者

が
発

生

し

て

お
り

、
油

断

の

で
き

な

い
状
況

に

あ
り
ま

す

。
結
核

の

症
状

は
「
せ

き

」
「
た

ん
」
「
発

熱
」
「
だ

る
さ
」

等
風

邪

に
よ

く

似
て

い
る

の
で

、
風

邪

と
勘

違

い

し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま

す
。
風

邪
に

似
た
症
状
で
も
２
週

間
以
上
長
引

い
た
と

き
に
は
、
自
己

判
断

せ
ず
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

ﾎﾟﾘｵ 集団予防接種
実 施 日 � 対象地区 � 受付時間

平成15年10月７日(火) � 藤田地区 �
午後１時30分
～午後２時

平成15年10月８日(水) �藤田地区以外

平成15年10月22日(水) � 指定なし

会　　 場

観月台文化センター大研修室

【対象乳幼児】

実施日に満３か月 から叩月未満までの１回もしくは２

回未投与の乳幼児

※注意すること…６週間以上の間隔で２回投与します。

( 持参するもの)

☆ポリオの予防接種予診累を配入し、母子健康手帳と一緒

にお糂ちく･  さ い



インフォメーション

県
北
都
市
計
画
区
域
・
゜

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
説
明
会

県
北
都
市計

画
区
域
と
は
？

福
島
市
、
桑
折
町
、
国

見
町
、
梁
川
町
及
び
保
原

町
の
各
行
政
区
域
の
一
部

と
、
伊
達
町
の
行
政
区
城

の
全
域
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
？

平
成
十

二
年
度
の
都

市

計
画

法
の
改
正

に
伴

い
、

全
て
の
都
市

計
画
区

域
に

お
い
て
、
平
成
十

六
年

度

ま
で
に
「
都
市

計
両
区

域

マ
ス

タ
ー
プ
ラ

ン
」
を

定

め
る
こ
と
と

な
り
ま
し

た
。

都

市
計
画
区

域

マ
ス

タ

ー
プ
ラ
ン
は
都
市

計
画

法

第

六
条

の
二

に
基
づ
き
、

都
市

の
将
来

像
を
明
ら
か

に
す

る
と
と
も
に
、
郁

市

計
画
区

城
の
整
伽

、
開
発

及

び
保
全
の
方

針
を
定
め

る
も
の
で
す
。

説
明
会

○

保

原

会

場

◆

開

催

日

時

・：

十

月

七

日
（
火

）
午

後

七

時

～

午

後

九

時

◆

開

催

場

所
・：
保

原

町

中

央

公

民

館

三

階

大

会

議

室

（
保

原
町

宮

下

一
一

一

―
四
）

○
福

島
会
場
◆

開
催
日
時

・：
十
月
八

日
（
水

）
午
後

六
時
半

～
午

後
八
時
半

◆
開
催

場
所
…
福
鳥
市

市
民
会

館
第
ニ

ホ
ー
ル

（
福
島

巾

霞

町

一
一

五

二
）

※

都
合
の
よ

い
会

場
へ
お

越
し
下
さ

い
。

◆
問
合
せ
先

県
北
建
設
事
務
所
企
画
調

査
グ
ル
ー
プ
ｇ

５
２
１
－

７
″り
４
９
Ｑ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
司
法
書
啝

無
料
法
律
相
談

1
0月

１
日
は
「
法
の
日
」

で
す
。

福

島
県
司
法
書
匕

会
で

は
、
登
記

や
供
託

の
手

続

き
、
訴
訟

書
類

の
作
成

な

ど
に

つ
い
て

の
無
料

法
律

相
談

会
を
行
い
ま
す
。

◆
相

談
内
容
…
不

動
産
の

相

続
・
売
買

・
保
存

な
ど

の

登
記

、
会
社
設

立
・
役

員

変
更

・
増
資
な
ど
の
登

記

、
借
地
借
家

法
に
基

づ

く
手

続
き
、
供
託

の
手

続

き

、
家

事
審
判
手

続
き
・

訴
訟
轡
類

の
作

成
な
ど
。

相
談
は
個
別

に
う
か

が
い
、

秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。

◆
日
時
・：
1
0月
１
日
（
水

）

～

３
口
（
金
）
福
鳥
県
司

法

轡
士
会

館

（
福
島
市

新
浜

町
6
1
2
8
）
g
5
3
4
1
7

″丶
》
０
９
｀

1
0月

４
日
（
土

）
1
0時

～
1
5

時

中
合

デ
パ
ー
ト

７
階
翳

事
場

視
覚
障
害
者
巡
回

相
談
会
の
お
知
ら
せ

禍
島
県

障
害
者

総
合
福

祉
セ
ン

タ
ー
主

催

に
よ
る

相
談
会

が
開
催

さ
れ
ま
す
。

出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

亊
前

に
予

約
が
必
要

で
す

の
で
、
保
健
福
祉

課
福

祉

グ
ル
ー

プ
ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
・：
十
月

一
日
（
水
）
1
0

時
～
1
5
時
◆
場
所
・
：
福

鳥
県
県

北
保
他
福
祉
事

務

所
二
階

大
会
議
案
◆
相

談

内
容
…

眼
鏡
等
の
要
否

・

処
方
相

談
、
福
祉
川

具
の

展
示
な
ど

※
相
談

は
無
料

で
す
の
で

。

こ
の
機
会

に
ご
利
用

く
だ

さ

い
。

保
健

福
祉
課
福

祉

ク
ル
ー

プ
ｇ

５
８
５
－

２
７
９

Ｊ`

ま
ち
に
Ｚ

を

’
ク
カ
ー
ｙ

や
っ
て
く
６
－

「
ラ

ーフ

ェ
ス
タ

ーミ

ツ

叭

ミ
リ
ア
２
０
０
３
」
の

お
知
ら
せ

1
0月
６
日
（
月
）
、
昨
年

に
引

き
続

き
、「
国

際
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
連

盟
」
の
承

認
を
受
け
た
国

際
大
会

が

行

わ
れ
、
国
内

外
の

オ
リ

ジ
ナ
ル

ー
ク
ラ

シ
ッ

ク
カ

ー
・
ス
ポ

ー
ツ
カ
ー

ー
５

０
台

が
桑
折

町
銀
山

か
ら

泉
田
を

通
り
小

坂
峠

を
走

り

抜
け

ま
す
。
沿

道
で

の

ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

国
見
町

の
通
過

予
定
時
川

は
午
前
８
：
4
5
～
９
：
3
5

頃
と
な
り
ま
す
。

済
ん
で
い
ま
す
か
？

狂
犬
病
予

防
注

射

春

の

定

期

予

防

注

射

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た
犬

を

対

象

に
狂

犬

病

予

防

注

射

を

次

の
と

お

り

実

施

し

ま

す

。

狂

犬

病

予

防

注

射

は

、

狂

犬

病

予

防

法

に
よ

り
毎

年

１

回

の
実

施

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

の

で

必

ず

受

け

て

く

だ
さ

い
。

◆

日

時

…

十

月

五

日
（
日

）

午

後

一

時

～

午

後

三

時

三

十

分

◆

場

所
・
：
国

見

町

役

場

車

庫

前

◆

料

金
・：
注

射

の

み

三

千

百

円

、

登

録

と

注

射

六
千

百

円

★
問

い

合

わ

せ
・
：
住

民

生

活

課

住

民

グ
ル
・・・・
プ
ｇ

５

８

５
－

２

第14

回
塚野目ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会

日　時　10 月19日( 日)

６部門により

９眄5〔汾 よりスタート

場　所　塚野目集会 所からの

特設コース

参加申込み　10 月３日まで

申込 ・問合せ先

大会事務局( 高 橋)

7?･(  585 ) 3663

(午後７時以降に)



用
途
地
域
の
指
定
の
な

い
区
域
に
お
け
る
‘
’マ

い
率
、
容
積

串

等
の

建

築
形
態
制
限
の
見
直
し

（
案
）
に
つ
い
て

ｆ

成
1
2年
皮

の
建
築
基

凖

法
改
ｆ匕
に
よ
り
。
川
途

地
域

の
指
定

の
な

い
Ｋ

域

（
白
地

地
域
）
で
は
、
処

ぺ

い
率

、
容
積
率

等

の
建

築
形
態
制

限
を
上

地
利
川

の
状
況

に
心

じ
て
見
直
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
鳥

県
で
は
、
巾
前

に

素
案

の
閲

覧
と
説
明
会
を

開
催

し
、
杵

さ
ん

の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。。

建
築
形

態
制
限
（
案

）

・
建

ぺ
い
率
n
6
0
％

・
容
積
率
ｎ
２
０
０
％

・
道

路
斜
線
制
限
ｎ
勾
配

ｎ
ｌ
・
５
｛
現
行
ど
お
り

｝

・
隣

地
斜
線
制
限
－
2
0
m
　

十
勾
配
１

・
ｆ
。一

説
明
会

の
実
施

◆
日
時

…
平

成
1
5年
1
0月

２

卜
（
木

）ｙ
1
1後

７
時
か
ら

◆
場

所
…
観
月
台

文
化
セ

ン
タ
ー
第

。
和
寵

素

案
の
閲

覧

◆
期
日
：
中

成
1
5年

詢
月

２
日
（
木

）
か
ら
1
0月
1
6日

ま
で

の
Ｔ
前

８
時
3
0
分
か

ら

Ｔ

後

５

時

ま

で

（

上

日

祝

日

を

除

く

）

◆

場

所

・
：

福

鳥

県

県

北

処

設

事

務

所

処

築

住

宅

部

建

築

住

宅

グ

ル

ー

プ

ま

た

は

国

見

町

役

場

建

設

課

意

見

の

募

集

Ｈ

月
2
1

日

ま

で

に

。

意

見

・

巾

町

村

名

・

住

所

氏

名

を

必

ず

ご

記

人

の

Ｌ

、

県

北

建

設

債

務

所

述

築

住

宅

部

建

築

住

宅

グ

ル

ー

プ

あ

て

郵

送

ま

た

は

Ｆ

Ａ

ｘ

、

電

予

メ

ー

ル

に

よ

り

お

送

り

く

だ

さ

い

。
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５

２
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－
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ｐ
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ｆ

．
ｆ
ｕ

ｋ
ｕ

ｓ
ｈ

ｉ
ｍ

ａ

．
ｊ
ｐ

秋
の
行
政
相
談

及

び
県

政
巡
回

相
談

1
0月
2
0凵
か
ら
2
6日
ま

で
の
一
迎
川
は
「
秋
の
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
総

務
庁
が
行
っ
て
い
る
行
政

相
談
は
、
国
や
県
、
巾
町

村
、
公
川
や
公
川
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
仕
事
に

関
し
て
の
川
り
ご
と
や
嬰

望
を
聞
き
、
そ
の
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

川

見

町

の

行

政

相

談

委

‥‥（

は

羽

根

Ⅲ

ヒ

サ

さ

ん

ｉ

５

８

５
－
4
7
4
0

）
で

す

。
通

常

電

話

等

で

相

談

に

応

じ

て

い

ま

す

が

、

秋

の
相

談

迎

川

の
川

川

中

、

特

設

相

談

所

を

川

設

し

ま

す

。ま

た
、

県

政

巡

川

相

談

所

も

併

般

し

、

県

政

相

談

‥‥（
、

交

通

相

峡

‥
‥い
も

川

席

し

ま

す

の

で

お

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

特

設

行

政

相

談

所

◆

日

時

…
1
0
月
2
4
H
（
金

ｙ

午

前
1
0
時

か

ら

午

後

３
時

ま

で

◆

場

所

…

観

月

台

文

化

セ

ン

タ

ー

★

問

い

合

わ

せ

…

総

務

課

総

務

グ
ル

ー

プ

公
（
５

８

５

）
2
1
1
2

年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ

誕
生
月
が
き
た
と
き
は

現
況
届
の
提
出
を

国
民

年
金
を
受

給
し
て

お
ら

れ
る
方

は
、
毎
年

の

誕
生
し

た
月

に
現
況
川

を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
．

現
況
届

は

．
年
に

．
川
．

誕
生

し
た
月
に

お
出
し
い

た
だ

く
届
で
、
あ

な
た
が

引
き
続
き
年
金
を
受
け
る

権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
人
ｊ

な

川
で
す
。

現
況
川
は
艇
唯
し
た
Ｕ

の
初
め
頃
に
礼
会
保
険
１

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
あ
な
た

の
住
所
・
氏
名
や
加
給
年

金
額
対
象
矜
の
氏
名
な
ど

を
記
人
し
、
切
ｆ
を
貼
っ

て
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
に
誕
生
月
の
末
日
ま
で

に
屈
く
よ
う
に
お
出
し
ド

さ
い
。

な
お
、
ご
自
分

で
は
記

入

す

る
こ
と

が
で
き

な
い

た
め
に
親
族

な
ど
の
方

が

紀
人

さ
れ
る
と
き

は
、
受

給
椛
者

の
欄

や
加

給
年
金

額
の
対
象
廿

の
側
を
漏

れ

な
く
紀
人
の
Ｌ

、「
代
理
人

署
名

欄
」
に
代

筆
者

の
氏

名
・
住

所
な
ど
を
記
人
し

て
く
だ
さ
い
。。

現
況

川
の
提
出

が
遅
れ

た
り
、
提
出

さ
れ

な
か
っ

た
と
き

に
は

、
年

金

の
支

払

い
が

。
時
齔
ま

る
こ
と

も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意

ド
さ

い
、－

年
金

の
支
払

い

が
一
時
齔
ま
っ
た
場
合
は
、

現
況
川

が
社
会

保
険
業

務

セ
ン

タ
ー
に
川

い
て
か
ら

随
時

、
ｉ

ま
っ
た
刈
閥

分

を
遡

っ
て
年

金
を
お
支
払

い
い
た
し
ま
す
。

現

況
届

に
つ
い
て
の
お

問

い
合

わ
せ

は
東
北
福

鳥

社
会

保
険
事
務
所
へ

ｇ

″`
″ｑ
ａ
５
１‐
・
0
1
4
1

ク
マ
に注

意
今年は冷夏の影響か、クマやサルによる震作物の被害が

多発しています。

さらにここにきて、人家近くの果樹園にクマが出 没し て

います。

町では 国見町有 害鳥 獣捕獲隊 へ捕獲依頼 をしてい ます

が、朝夕の 農作業等はクマの活動時間と 一致すること が多

く危険ですので、くれぐれもご注意く ださい 。なお 、現在

まで鳥取地内、大木戸細蕨地内で ４頭捕 獲しています。

※山に入る時は、笛、鈴、ラジ オなど、音の するもの を身

につけるようにしましょう。

※落下果樹等は深めに穴をほって埋めるようにしましよう。

なお、クマを目撃した時は、下記へ連絡願います。

産業振興課産業振興グループ??585 －2986

桑折警察署　5  ｰ 2151



平成15年12月31日まで

高齢者交通事故防止

強化運動

自宅付近の道路での

いきなり横断要注意!!

9 月2 , 1 日～30 日

秋の全国交通安全運動
．

｢反射材

夜道のあなたが

光ってる｣

ド
ッ
ク
検
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

国 保加 入者を対象に人ln』ドッ クと脳 ドッ クを実 施し ます。受 診料の 植助

もあ り ますから 、この 槻会にぜひお受け ください。
◆ 対象者･･･国 保J･1人占･で 鮒 和 43年jlJ]|||以曲 生まれで70 歳未満の 方

◆受け 怐け期 間… 月 6  (  月 から1511( 水) まで の

土|| 祝祭|] を除 く9:00 ～17:00

◆申し 込み方法 …保険置 、印 艦を持 番し、負担 金を添えて 、本人 また は家

族が 住民 生活課国 保年 金グループへ 申し込み ください。

受 診 区 分 �
入 院 人 闢 ド ッ ク ��

日帰り人筒ドック
�人皿ドック・脳ドック � 人員ドック

目 己 輿 担 �

初めての乃 � 苟めての力 � 初めての男

�男性.5 円 � 男性6.xall � 男性3.

�女性18.Cn3円 � 女性6. � 女性3.4X)円

�2回目口卜の屶 �2 回目缸1卜の力 �2 膸目Ｕ卜の方

�男性42.21XFI � 男性32.(XX)円 � 男性16.

�女性43.axFI � 女性33.(XXFI � 女性17. OOM 月

受 付 人 数 �40 人 � 匐人 � 船人

◆実施期間…ず成15年10月～ｆ成16年3月

◆実施機関…公立藤川餓合病院
◆問い合わせ…仕民心活課 国保年金グループ？？(  5 ) 2785

けんぽ くネット・いいもの発見

うつくしまスタンプラリー

県北地方の十 七･li町村には、観光施畿や特産勃などすてきな｢

いいもの｣ がたくさんあります。
そのすてきないいものを見つけるスタンプラリ ーを9 月 貶 日(

金)～日 月 日 (  日 までの8011間圖旅いたしますので､ふるって

ご応募ください。柚選で約 2 名様に県北地方のすてきな特産品
などをプレゼントいたします。
◆賞品…県北地力の特産品、|:芸品や施設利川補助券など。

◆参加料…無料
◆実施(募集)期間… い 2 日 金)～11J130110｣) ※当11消印有効

◆申込み方法…火施川ln』中にスタンプをドモつ(  ①お好きな施設･
イベント、(匐福島､lj･ ・伊漣廊にある施設･ イベント及び③｡1本

松Ili・安達榔にある施設･ イベンlヽ をそれぞれ一箇所ずつ) 押
印し、福心県県北地力振興J･a齔肖商工部｢ いいもの発見うつく

し まスタンプラリー｣ 係まで郵送でお|||し込みＦさい。

◆抽選…十｡;jj lこ句
◆発表･･･賞品の発送をもって替えさせていただきます。
◆問い合わせ…欄島県県北地方振興ｕ 企画商工部地域づくり･ 商

‾1:労政グループ　　　　　　　21-77  幻 -7997
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ａ●の囎？皿顰僉4●●翊1 � 二本心の母人形1二寡松甬｝
昏 鼈咆 ぞ5a ●I

「 食と夊¶tのゎい り い フｌ スタ 彳バ ルＪ　

r鱚・ 巾 ） �

安 虚太良 澹傭 くろ かね ’卜暸｛ 二 本・・l
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(8 11 桐l まで1二､゙ i町窓|| で受1扎 たjy

で､化所をffする方を掲載しましたｊ

掲載を希望さ れない方は、届け出の際にお申し出下さい。

9､10月の心配ごと相談

9112511 φ 鈴木111 人 ，゙

ＫＦｌ 志 冖4

ﾊ 3  ( 鉢 1 佐藾d1 纎14

野村 卜そ气

15114佃 ，･自‘Ⅲ 輯 鴣气

igf やへ了り

Z411ｔ 菅野岬･ 郎14

6 川さよ11Ｐ4

●場所 被 場 (  2  新 は

●畤澗 乍･前９叶－jll午

人口と 世帯

平成15 年７月１日現在

人口10.  6 人(   ー7 )

男5.273 人(  十 冂

女5.693 人（－８）

出生９人 死亡15人
転入27人 転出28人

世帯3.222 世 帯（－１）



生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生涯学習課
(観月台文化センター〉

( 585 ) 2676 FAX ( 585 ) 27071

行事のお知らせ
（ ９ 月 》

19日( 金) 合同 学習(スポーツ民 踊)

20日( 土) 町民陶芸 教室

22日( 月) 子ども移動図書館(藤田３年)

23日( 金) 成人 学級( 文学散歩)

合同 学習(スポーツ民踊)

27日( 土) 少年仲間づくり(ハイキング)

《10 月)

１日( 水) く にみ 女 性 教室( 研 修旅 行)

子ど も 移動図書 館(大木戸小)

３日( 金) 合 同 学 習( ス ポ ー ツ民 踊)

６日( 月) 休 館日

７日( 火) 阿 津賀志 学級〔ｓ 道グループ 〕

子ど も 移動 図 書 館( 小坂 小)

８日( 水) 子ど も 移動 図 書 館( 大枝 小)

９日( 木) 子ども 移動図 書館(藤田 ２年)

10 日( 金) 合 同 学 習( ス ポ ー ツ 民 踊)

子ども 移動図書 館(藤田 １年)

12 日( 日) 町民 大 運 動会

14 日( 火) 阿 津賀志 学級(書 道グループ)

子ども 移動図書 館(藤田 ３年)

15 日( 水) くにみ女性敦室(儷●で安全な食事)

16 日( 木) 子 育 て 教 室( 歯 磨 き 教 室)

子ども 移動図書 館(森江野 小)

18 日( 土) 少年仲闘づくり教室(ﾆｭｰｽ ﾎﾟｰﾂ3

21 日( 火) 阿津賀志 学級(書 道グルー プ)

24 日( 金) 阿 津 賀 志 学級( 研 修 旅 行)

成人 学 級( 見 学 学 習)

25 日( 土) 子育て教室(焼き芋パーティー)

26 日( 日)l 見匐文化剽 躙会式･li楽芸藍発表会3

28 日( 火) 阿津 賀志学級( ●道 グループ)

29 日( 水) く にみ女性教室(煎茶グループ)

阿

津
賀
志
学
級

朝
顔
鑑
賞
会

八
月
十
一
口
（
月
）
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で

学
級

生
が
日
頃
丹
精
込
め
て
育
ん
だ

朝
顔
の
花
六
十
余
鉢
を
集
め
て

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
天

候
不
順
の
た
め

か
一
般
に
生
育
が
忠
い
と
の
声

が
多
く
聞
か
れ
た
の
で
。
八
月

一
日
開
催
予
定
を
十
日
延
期
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

朝
八
時
に
役
貝
集
合
、
八
時
三

卜
分
作
品
搬
入
・
飾
付
け
、
そ

し
て
鑑
賞
の
後
、
九
時
か
ら
新

井
博
先
生
に
よ
る
品
評
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

十
時
三
十
分
閉
会
後
、
表
彰

式
が
行

わ
れ
金
賞
十
名
、
銀
賞

十
名
、
銅
賞
十
名
の
受
賞
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
と
賞
状
を
武

幽
幹
夫
公
民
館
妊
か
ら
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
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①
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平成15年後期パソコン講習会日程表
譌雇名 �皿Ｓ冨奢1�� 間　 催　 日 �����m囀�申込㎜

こんなに籘●
ワードで　チラ

シ �
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月 日
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t歯） �13
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国見台
文化情報

木住野佳子
ピアノソ口コンサート
擂 ご こ こ に　41

哨画「 命｣ の サウンド４ ラ
　ッ
クなa

10月４日( 土)午後6時阿場 午後6時半開演

入場料3000 円( 前充り)、3500円(当日)

親 子 映 画 館

そ れ い け!

ア ン パ ン マ ン

~空とぷ績本とガラスの皿~

１０ 月 １ ８ 日( 土)

午後1 時 半

入 場 料

３００円

(小学生ロト)

問い合 わせ● ●・ｔ ●字! 置 置 (  5  )  2676

第
3
2回

国
見
町
文
化
祭

今
年
で
3
2回
を
迎
え
る
文
化

の
祭
典
「
国
見
町
文
化
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

国
見
町
文
化
団
体
連
絡
協
議

会
の
主
俄
に
よ
る
こ
の
祭
典
は
、

日
頃
の
活
動
成
果
の
集
大
成
と

し
て
、
作
品
の
展
示

や
芸
能
発

表
、
さ
ら
に
町
内
各
校
か
ら
児

竃
・
生
徒
の
秀
作
も
展
示
さ
れ

ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時
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会
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1
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口
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９

時
3
0
分
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一
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発
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1
0月
2
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日
（
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）
1
0時
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総
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展
示

会

Ｈ

月

２
日
（
日

）
９

時
～
1
6
時
3
0

分1
1幻

３
日
（
月

）
９

畤
～
1
5
時

場
　

所
観
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台
文

化

セ
ン

タ

ー

～新しい本が届きました～

( 一般儷)

明 治眄代は謎だらけ ……………… 横田顛彌

60 歳のラブレター…………… ＮＨＫ出版繝

明 治旡● 上下……………ドナルド･キーン

林芙美子の 昭和……………………jll本三郎

ローマ人の物語　,  9 ｣ 0……… 塩野七生

代表作畤代小説 平成14 年､15 年

……………………………… 日本文藝家協会

大黒屋光太夫 上下 ………………… 吉村昭

五郎治殿御始末…………………… 浅田次郎

天涯の船 上下………… ……… 玉岡かおる

よく見る夢 上下…… シドニイ･シェルダン

(児童褊)

冥界伝脱………………………… たつみ や章

ドック･シェルター………………… 今西 乃子

大あぱ れ山賊小太郎気球にのった少年

……………………………………… 週β須正幹

ブレーメン･バス……………… 柏葉 幸子

ドングリ山の やまんぱ曷さん…… 冨安陽子

秘密が見える目の少女…リーネ･コーバベル

バドの扉がひらくとき………C  . P .カーティ

デルトラ･クエスト１～８･･･ エモリー･囗ッダ

魔法の スリッパ………… ０･キング･スミス

干t7 ユウ1ノイ学校のなかまたち　 ２、４、５

………………… アレクサンドラフィッシャー

( 図書室・児童室の利用〉

午前９眄～午後５時( 休館日を除く)

・ 図書利用者カードの 発行は、町内 在住、在

勤の方です。

・ 本の貸出は､ ５冊まで。貸出期 間は､２週

間です。

・ 利用前に事務室で受付してください。

・ 飲食はしないでください。

ス
ポ
ー
ツ

強さをアピール 一伊達地方スポーツ大会－

伊達郡内の各町を会場 行われた伊達地方スポーツ大

会。国見町からは８種目の 競技に１２０人が参加しまし

た。グリーンアリーナが会場とな ったテニ ス競技では、

全種目で国見町 が優勝し、強さをアピールし ました。

|テニス】Ｖ団体慶勝 国見ｌ テニス邸▼男子優髑 高欄孝・菊地

欄一組Ｖ女子優勝 吉田まき子・高橋幸江組| 卓球】▼団体優睛
国見匐Ｖ男子準優髑 襴馬具冥▼女子優勝 斎藤ハツ子▼女子準優
勝 松滴和子1 剣道】▼団体優勝 ・ 見町使i武瞎▼個人髏膀 朝内
尚光

子どもたちも
大活躍　

一剣遭､ソフトポールー

青少年健全育成剣道大会と伊達地方少年
ソフトボール大会が開かれ、出場した国見

の子ともたちが大活躍しました。

【桑折町 一国見町齊少年健全育成剣道大会】
＜団体戦＞▼小学低学年の部優勝 国見Ａ▼同準優勝
国見Ｂ▼小学高学年の部優勝 田見Ａ▼同準優勝

国見Ｂ▼同３位 大枝▼中学生男女混合の部優勝 県
北中Ｂ▼問準優勝 県北中Ａ▼同３位 県北中Ｃ
＜個人戦＞▼初級の留優勝 松浦瑞帆▼同準優勝 佐

藤俊▼小学１・２年の部優勝 佐藤亜貝吏▼同摩ｉ勝
佐藤翔太▼小学３・４年の部優勝 志村慧介▼同凖

優勝 今村浩寅Ｖ小学５・６年の部優勝 松浦洋佑▼
同翠優勝 松浦嘉生▼岡３位 今村大紀▼中学男子の
齢優勝 菊地健人▼同泌優勝 吉田光輝▼同３位 松
浦隆史▼中学女子の部優勝 霞沢淳子▼岡準優勝 佐
睡由梨絵▼同３位 佐藤成美
【伊遅地方少年ソフトボール大会】
▼４位 藤田スポーツ少年団



国見ニュータウン 60 区 画
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な
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も
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こ
の
機
会
に
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現
地
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ご
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さ
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。

詳
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記
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だ
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現
地
案
内
も
随
時
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の
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お
気
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に
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く

だ
さ
い
。

|ツト水道完備

や よ 仞I,･｣竹 川 曁.'.

祐卜. 隋よ守,よ毟

削う弌 い鰯 と川

憩 い･,)Sj=jl!2'?|;111 万.',il･ji

膕二I心羂
,延 引|･ ，E

て卜

お申込み・

お問い合わせ

国見町企画財政課

‘585-2927

支払条件大幅緩和
契 約 時 に１割 、残 り は３年 以 内の 分 割 納 入

が可 能に!

借 り 入れ に よる 一 括 支払 の 場 合 は３年 間 の

利子 補給 制度 新設

(1 千万円を限度に.２％について３年間利子補給)
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